[image: image3.png]degussa.

creating essentials



[image: image4.png]degussa.

creating essentials




Seite 02
[image: image5.png]degussa.

creating essentials





Press Release
	No. 12/2005


デグサ ジャパン株式会社

東京都新宿区西新宿2-3-1

新宿モノリス12F
〒163-0938

T +81-3-5323-7300

F +81-3-5323-7399

www.degussa.co.jp

2005年6月15日
Contact:

舘崎 あゆみ

コミュニケーションズ

T +81-3-5323-7391

F +81-3-5323-7399
ayumi.tatezaki@

degussa.com
あれから半年　デグサ　スマトラ島沖地震と津波被災地復興への軌跡

建設分野の技術面においても復興支援に貢献
2004年12月26日、スマトラ沖で発生したマグニチュード9.0（Ｍ）の地震が、周辺諸国に被災の爪あとを残してから半年。日本におけるデグサ　グループが、2005年3月に寄付した約2,000万円の支援金は、着実に復興の手助けとなっています。

少なくとも31,000人の死者と4,000人の行方不明者（2005年5月末現在）の被害が報告されているスリランカ。津波の発生から半年が経ち、支援活動はこれまでの緊急援助から中・長期的なプロジェクトに重点が移っています。そこで、デグサでは避難民が最も多く、国際ＮＧＯ「セーブ・ザ・チルドレン」の日本人スタッフが派遣されている南部のマータラ県において、生計復興プロジェクトを展開しています。

①被災女性への生計再建支援プロジェクト

約150世帯が父親を失い、母親が家庭を支えていかねばならない状況下にあります。デグサは55台のミシンを提供することで、被災者が制服・玩具などの裁縫を通じて生計手段を得、元の生活に戻れるように支援しています。

②セメント・レンガ製造支援プロジェクト

マータラ県内では、2,925世帯に上る家族が被災しました。デグサでは、スリランカの家屋建築に使用されているセメント・レンガの製造に関して、材料提供だけでなく、技術支援も行いました。2005年5月16日－19日にデグサ　ミドル・イーストから技術者2人を派遣し、16歳－30歳の70人の若者に向けて、高品質のセメント・レンガを製造するためのワークショップを行いました。家族を失い、ショックで言葉を一時的に失っていた16歳の男性も、プロジェクトのグループリーダーとして勉学に復帰できる日を目指して精神的な復帰を図っています。

デグサはグローバルに展開している世界有数のスペシャリティケミカル企業です。現在、デグサAGと世界のデグサ グループの総従業員数は約45,000人です。2004年度の年間総売上は112億ユーロで、税・利息控除前利益(EBIT)は9億6,500万ユーロを計上しました。デグサは革新的な製品とシステムソリューションを提供することで、ビジネスの成功には欠かせない貴重な役割を担っています。「クリエイティング・エッセンシャル」-本質を創造する-それが私達デグサの仕事です。
セーブ・ザ・チルドレンとは、国連に公式に承認された子どもたちのための民間の国際援助団体(NGO)です。80年以上の歴史をもち、各国政府や国連組織からも世界のNGOの代表格として、その重要性を認められています。国連の「子どもの権利条約」を理念とし、世界の子どもたちとその家族、周囲の環境をよりよいものに改善するため、現在115カ国以上で、緊急援助も含め、精力的に活動を行っています。
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写真1：　デグサ技術者によるワークショップ風景
[image: image2.jpg]



写真2：　セメント・レンガ製造を行うスリランカの人々

＊写真データ（Jpg）もご用意しております。ご入用の方は、お手数ではございますが
デグサ ジャパン株式会社 コミュニケーションズ 03-5323-7391まで、ご連絡いただきますよう、宜しく御願いいたします。





















_1145710750.unknown

